日系企業面接範例

張長安・桑山作成

面接官：次の方、どうぞお掛けください。

学　生：はい。失礼します。

面接官：人事課の○○です。本日は面接に来ていただき、ありがとうございます。

学　生：○○と申します。よろしくお願いいたします。

面接官：では、早速ですが、簡単に自己紹介してもらえますか。

学　生：はい。私は××市に生まれ、××市で育ちました。現在、××大学××学科の4年生で、××歳です。3年生まで××クラブに所属しておりました。

面接官：××大学はどのような大学ですか。

学　生：はい。古くからの伝統ある総合大学ですが、主に××の分野で有名です。

面接官：○○さんは、とても優秀だったようですね。（成績を見ながら）

学　生：ありがとうございます。でも、専門以外の教科にはあまり自慢できるものはありません。

面接官：なるほど…、それで、どうして日本語を専攻されたんですか。

学　生：はい。中学生の頃から語学に興味を持ち始めました。その頃は、まさか大学で専攻するとは思っていませんでしたが。

面接官：専門に勉強されてみて、どうでしたか。

学　生：よかったと思います。自分の興味のある分野でしたから、何事も自主的に取り組むことができました。

面接官：これまでの大学生活で、何か、心に残るような思い出はありますか。

学　生：はい。もちろん授業にも新しい発見はありましたが、やはり、クラブ活動を通して顧問の先生や先輩から学んだ事が大きいです。特に、夏休みの合宿は厳しかったですが、忘れられない体験をさせてもらいました。

面接官：そうですか。ところで、どうして大学院に進まず、就職しようと思われたのですか。

学　生：はい。もちろん大学院も考えたのですが、研究の道よりも、社会に出て実践しながら経験を積んでいきたいと思ったからです。

面接官：うちの会社の募集は何で知りましたか。

学　生：企業説明会に参加したとき、御社のパンフレットをもらい、インターネットで検索してホームページを拝見しました。

面接官：どうしてわが社の面接を受けてみようと思われたのですか。

学　生：まず第一に、私の専門である日本語が生かせることです。次に、翻訳という仕事は、私がずっとやりたいと思っていた仕事だからです。そして、御社のこれまでの業績から将来性を感じたからです。

面接官：もし、わが社で働くことになったら、どんな職種を希望されますか。

学　生：もちろん翻訳をやりたいと思っております。これまでも、ボランティアなどの経験もありますが、プロとして、実践を積んでいけたらと願っております。

面接官：残業してもらうこともあると思いますが、大丈夫ですか。

学　生：はい、なるべくなら、定時に終わらせるように頑張りたいと思います。

面接官：接待などで遅くなることもよくあるんですが、それも大丈夫ですか。お酒は飲める方ですか。

学　生：夜遅くの仕事は、できれば避けたいと願っております。お酒は嫌いではありませんが。

面接官：出張に行ってもらうこともありますよ。4、5日は帰れませんが、大丈夫ですか。

学　生：はい、それは問題ありません。喜んで行かせていただきます。

面接官：コンピューターのほうは大丈夫ですね。（履歴書を見ながら）

学　生：はい。2級の検定試験に合格しております。

面接官：仕事は結構ハードでストレスも溜まるかもしれませんが、何かストレス解消法などありますか。

学　生：はい。私には何でも話せる友達や先輩がおりますし、大概、友達と飲んだり食べたりするだけでも発散できます。カラオケもいい気晴らしになりますし、落ち込んだ時に見るお気に入りのドラマもあります。

面接官：会社で何か人間関係でトラブルがあったらどう対処しますか。

学　生：そうですね、まず当人同士で話し合いたいと思いますが、それで解決できない時は、上司に相談するかもしれません。

面接官：上司ともめたら？

学　生：そうですね、同僚や友人などに相談して解決策を考えてから、もう一度上司と話し合おうと思います。

面接官：わかりました。ところで、わが社以外にも面接を受けましたか。

学　生：はい。

面接官：何社ぐらいですか。

学　生：2～3社です。

面接官：もう、内定をもらった会社はありますか。

学　生：いいえ。残念ながら、まだありません。

面接官：最近は転職する人が多いんですが、○○さんはどう思われますか。

学　生：私は全く考えておりません。腰を据えて仕事に取り組みたいと考えております。

面接官：そうですか。では、今日はこれで終わりにしましょう。何か質問がありますか。

学　生：いいえ。ありがとうございました。（一礼）

面接官：結果は追ってお知らせします。今日はご苦労様でした。

学　生：はい。ご連絡をお待ちしております。失礼します。
